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おいても、寒冷紗の有無に関わらず、ビニルハウスと比べてガラス温室で 360～380 nm、400～430 
nm、440～560 nmの割合が高かった。青色光の割合の差も茎伸長の差に関係している可能性が
ある。 
以上の結果からガラス温室におけるエダマメの徒長の主要因は弱光であると考えられた。また、
早生品種はガラス温室内で徒長しやすいと考えられたため、この点については、多くの品種を用い
て検証する必要がある。 
